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3.1	 PBL 実施状況	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1 PBL 実施状況 
 チーム演習は、文献［1］から［3］を参考して作成した PBL 実施要領に沿って、TK メソッドに
より進めた。図表 3.1 に 2011 年度の PBL の全体スケジュールを示す。 
具体的には、PBL 実施要領と RFP は演習を開始する前に学生に配布しておき、演習の第１日目
（PJ0）は、提案書の作成方法についての講義の後、チーム演習の進め方の説明とユーザ企業（教





行った。第 3 回目（PJ2）以降も同様に、講義の最初に演習に関連の深いテーマについて 20 分程
度説明を行った後、チーム演習にとりかかることとした。以降、検討を重ね、作成した提案書は、
IT ベンダ内でのデザインレビュー、提案承認(*11)を行った後、第 8回目に IT ベンダからユーザ
企業へ提案を実施した。2011 年度は PBL の試行実施ということであり、2 名の教員が提案説明会
に参加し、発表内容に関するコメント、感想を述べて頂いた。発表後、各チームはチーム演習で
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PJ-No コマ数 講義 チーム演習（実施作業） 提出資料等




PJ1 1 提案書の作成方法② PJ発足（PJ方針、役割分担等を決定） ②振り返りシート
PJ2 1 要求分析・要件定義 課題・現状分析 ②振り返りシート
PJ3 1 処理方式、HWSW/DBの選定 提案システムの検討 ②振り返りシート
PJ4 1 情報収集、各種見積り方法 提案システムの見積もり ②振り返りシート
PJ5 1 費用対効果の検討 費用対効果等の検討、レビュー資料準備 ②振り返りシート
PJ6 1 品質管理とレビュー レビュー実施（提案承認）･提案書まとめ
②振り返りシート
③レビュー議事録




PJ+ 1 提案書、プレゼンの講評 ⑦気づきシート(～PJ7)
（注）PJ演習の説明、RFP説明から提案書、プレゼンの講評までの演習コマ数はは９コマ（2011年度実績）
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（a）PBL 教材の充実（Q&A の整備） 
 チーム演習を確実に実施するためには、PBL 実施要領や RFP が整備されていることはもちろん











 (c)TA の配置 
各チームの進捗状況の把握を確実に行うため、さらにユーザ企業（教員は GSS 社の経営企画
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非常に そう思う 小計 非常に そう思う 小計 非常に そう思う 小計
① 講義概要と授業の内容は合っていましたか 21.43 64.29 85.72 44.44 55.56 100 50 44.44 94.44
② 授業のテーマや目的は明確でしたか 21.43 57.14 78.57 55.56 33.33 88.89 50 33.33 83.33
③ 授業の内容や説明はよく整理されていましたか 21.43 28.57 50 16.67 61.11 77.78 22.22 55.56 77.78
④ 教員の話し方（声の大きさ、明瞭さなど）は適切でしたか 21.43 42.86 64.29 16.67 66.67 83.34 22.22 61.11 83.33
⑤ PPT・DVDなどの視聴覚教材、白板の板書は活用されていますか 35.71 21.43 57.14 27.78 50 77.78 33.33 55.56 88.89
⑥テキストや教材、配布資料などは理解しやすく適切に使用されていましたか 35.71 42.86 78.57 27.78 44.44 72.22 33.33 61.11 94.44
⑦ 質問やレポートなどに対して教員は適切に対応しましたか 64.29 21.43 85.72 27.78 50 77.78 44.44 44.44 88.88
⑧ 私語や遅刻、早退に対する教員の対処は適切でしたか 35.71 28.57 64.28 44.44 44.44 88.88 27.78 72.22 100
⑨ 教員の取組みは熱心だったと思いますか 71.43 21.43 92.86 66.67 33.33 100 61.11 38.89 100
⑩ この授業は総合的にみて良かったですか 21.43 42.86 64.29 22.22 61.11 83.33 22.22 50 72.22
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 本報告は、新任の教員が１コマ 15 回と期末試験で構成された情報システム開発[講義科目]を、
エンジニアリング・デザイン教育の強化とチームによる課題解決型の実践教育の要請に少しでも
応えるべく、授業の後半部に PBL を採用して行った実践をとりまとめたものである。現在、4 度







 情報システム開発の授業に PBL を導入することを熱心に進めてくれた岸野清孝先生、試行実施
にあたり提案書の評価方法を一緒に検討して頂いた石川洋先生、及び提案説明会にて貴重な意見、
コメントを頂いた上西園武良先生、佐々木桐子先生、河原和好先生に感謝いたします。 
また、2012 年度 TA の大岩昇司君、2013 年度 TA の藤井勇次君には、毎回の打合せ、演習中のタ
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